






要約:気管内吸引物(TA)に含まれる気管円柱上皮細胞の異型度を反映する種々の因子と臨

床的諸因子をスコア化し、生後 14 日の時点で総合的に判断し、慢性肺障害(CLD)の発症を

予測する方法を考案した。生後早期より人工換気療法(MV)を施行した 82例の LBWを対象に

検討を行い、従来の半分の期間で 81.6%の CLD の予測が可能であった。 


